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親子夏のチャレンジ！　　　　
光のカクテルを作ろう

 8月15日㈮　①10：00～11：
30 ② 13：30 ～ 15：00
対 小学生と保護者　
定 各回 10 組（抽選）
￥ 受講料：1 組 600 円　材料費：
1 人 450 円
申 8月7日㈭12：00までにWeb
フォーム（QR コード）
託 1 人 500 円 ( 要予約 )
※ 0 歳～就学前まで
場 問 彦根市男女共同
参画センター「ウィズ」（平田町）
☎・FAX 24-3529【HP 番号：16748】

動く図書館「たちばな号」巡
回 60 周年記念イベント

▶たちばな号の見学会
 ８月９日㈯ 10：00 ～ 12：00

※雨天中止
場 市立図書館 車庫前

▶パネル展示「動く図書館「たち
ばな号」巡回 60 周年のあゆみ」

 ８月 5 日㈫～同 17 日㈰

▶たちばな号巡回 60 周年記念
シールの配布
対 ８月にたちばな号を利用した
人、８月９日㈯のたちばな号の見
学会に来た人

【HP 番号：27116】

絵本を楽しむつどい

　テーマに沿った絵本の読み聞か
せや本の紹介、手遊びなど。
▶おはなし：ひこね児童図書研究
グループ

 8 月 9 日㈯ 11：00 ～ 11：30
対 市内在住の3歳～小学校低学年

（保護者同伴）
【HP 番号：26021】

アイスクリームのしおり作り
とミニおはなし会

 ▶８月７日㈭
午前の部 10：00 ～ 12：00
午後の部 13：00 ～ 15：00
▶同８日㈮
午前の部 10：00 ～ 12：00
午後の部 13：00 ～ 15：00
対 図書館で本を借りた4歳～小学生
定 各回50人（先着順）
他 ミニおはなし会は各日11：00
と14：00に行います（10分程度）。

【HP 番号：26065】

おひざでだっこのおはなし会

　絵本の読み聞かせや手遊びなど。
▶おはなし：彦根の図書館を考え
る会

 8 月 20 日㈬ 11：00 ～ 11：20
対 3 歳ぐらいまでの乳幼児（保護者
同伴）

【HP 番号：27098】

場 問 市立図書館　☎ 22-0649　FAX 26-0300

共通事項

カンガルーさんの　　　　　
おはなしポケット

　絵本の読み聞かせ、手遊びなど
を親子で楽しみます。

 9 月 4 日㈭ 10：30 ～ 11：30
対 3 歳ぐらいまでの乳幼児と保護者
場 問 旭森地区公民館（正法寺町）
☎・FAX 26-0675　【HP 番号：22995】

さくらんぼサロン

　多胎児（双子や三つ子）ならではの
子育ての悩みや喜びをみんなで分
かち合いましょう。

 8 月 12 日㈫ 10：00 ～ 11：30
場 福祉センター（平田町）別館
対 市内在住の未就園児（多胎児）と
保護者・妊婦
他 時間内ならいつでも参加可能。
問 こども若者支援課
☎ 49-2251　FAX 26-1768

【HP 番号：3084】

子育てガイドブック 2025

　子育てに関する各種手当や助成、
困ったときの相談窓口、子どもが
遊べる場所など、子育てに役立つ
情報を掲載しています。
設置場所  市役所本庁舎（総合案内、1
階保険年金課）、くすのきセンター（2
階母子保健課）、福祉センター（2 階
こども若者支援課）、地域子育て支援
センター、各地区公民館、図書館
など
他 電子書籍など詳しくは、ホーム
ページをご覧ください。
問 こども若者支援課
☎ 49-2251　FAX 26-1768

【HP 番号：3102】

目指そう！　　　　　　　　　　
未来を創る理系クリエイター

　理系の会社を見学する職場交流
体験イベントを開催します。

 8 月 19 日㈫、同 20 日㈬、同
26 日㈫、同 28 日㈭
申 8 月 17 日 ㈰ ま で に Web
フォーム（QR コード）
対 中学生・高校生およびその保護者
定 事業所により異なる（先着順）
問 滋賀県立大学 総務課
☎ 28-8301
FAX 28-8477

タイトル 内容 問い合わせ先

悩み・困りごと
【HP番号：3107】

　母子・父子自立支援員や、各地域のひとり親家庭福祉推進員が相談に応じ
ます。

こども若者
支援課

☎49-2251
FAX26-1768

養育費の取り決めに
関する補助

【HP番号：16758】

　養育費の取り決めに関する公正証書の作成や家庭裁判所への調停申立
てなどにかかる費用を補助します。公正証書作成後（または調停成立後）
6か月以内に申請してください。

就労・転職の相談
【HP番号：18249】

　就労・転職を希望する人に、ひとり親家庭自立支援プログラム策定員が、関
係機関と連携しながら就労に関するサポートを行います。

資格の取得
【HP番号：18249】

【ひとり親家庭自立支援教育訓練補助金】
　就労のために資格や技術を取得するための教育訓練講座を受講した人
に、受講料の一部を補助します（雇用保険制度の教育訓練給付金を受給でき
る場合は、差額支給となります）。
【ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金等事業】
　就労のために、一定期間の修業を要する看護師、介護福祉士、保育士
などの資格取得養成学校で修業する人に、修業中の一定期間、訓練促進
給付金を支給します。

進学資金などの貸付
【HP番号：3107】

【母子・父子・寡婦福祉資金の貸し付け】
　ひとり親家庭の子が、高校や大学などに就学・修業したときの就学支
度資金や修学資金などの貸付制度があります。

児童扶養手当の支給
【HP番号：3108】

【児童扶養手当の支給】
　離婚などにより、ひとり親となった家庭の親または親に代わってその
児童を養育している人などに支給されます。

子どもの居場所づくり
【HP番号：3107】

　中高生などを対象に、学習支援や食事の提供をとおして、地域の大人
や大学生と交流できる場所があります。

医療費の助成
【HP番号：4898】

　医療機関を受診したときの健康保険が適用される医療費の自己負担額
を助成します。

保険年金課
☎30-6136
FAX22-1398

税の軽減
【HP番号：14469】

　前年の合計所得金額が基準額以下で、生計を一にする子がいる人は、
所得税や住民税でひとり親控除が受けられることがあります。
　前年の合計所得金額が基準額以下の場合、住民税が非課税となること
があります。

税務課
☎30-6140
FAX22-3052

応援します　ひとり親家庭

　ひとり親家庭を応援するためのさまざまな制度があります。
　それぞれの支援には、所得制限や適用要件、補助の上限があります。詳しくは各課にお問い合わせください。
　また、ひとり親家庭になる前でも、こども若者支援課では離婚前相談に応じていますので、希望をされる場合は、
事前にご連絡のうえ、ご来所ください。


